
政
令
第　
　
　

号 

港
湾
法
施
行
令
及
び
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令 

内
閣
は
、
港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
五
十
二
条
第
三
項
並
び
に
第
五
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び
第

三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
並
び
に
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
十
四
号
）
第
百
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。 

（
港
湾
法
施
行
令
の
一
部
改
正
） 

第
一
条　

港
湾
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
一
章
の
前
に
次
の
目
次
を
付
す
る
。 

目
次 第

一
章　

国
際
戦
略
港
湾
等
（
第
一
条
―
第
一
条
の
三
） 

第
二
章　

港
湾
計
画
（
第
一
条
の
四
） 

第
三
章　

港
務
局
の
債
務
（
第
一
条
の
五
） 

第
四
章　

港
湾
施
設
の
建
設
等
に
係
る
資
金
の
貸
付
け 



第
一
節　

特
定
用
途
港
湾
施
設
の
建
設
等
に
係
る
資
金
の
貸
付
け
（
第
二
条
―
第
八
条
） 

第
二
節　

特
別
特
定
技
術
基
準
対
象
施
設
の
改
良
に
係
る
資
金
の
貸
付
け
（
第
九
条
―
第
九
条
の
三
） 

第
三
節　

埠
頭
群
を
構
成
す
る
港
湾
施
設
の
建
設
等
に
係
る
資
金
の
貸
付
け
（
第
十
条
―
第
十
二
条
） 

第
五
章　

港
湾
区
域
内
の
工
事
等
の
許
可
及
び
臨
港
地
区
内
に
お
け
る
行
為
の
届
出
等
（
第
十
三
条
―
第
十
五
条
の
四
） 

第
六
章　

港
湾
環
境
整
備
負
担
金
の
負
担
の
基
準
（
第
十
五
条
の
五
） 

第
七
章　

国
派
遣
職
員
に
係
る
国
家
公
務
員
倫
理
規
程
の
特
例
（
第
十
五
条
の
六
） 

第
八
章　

入
港
料
を
徴
収
さ
れ
な
い
船
舶
（
第
十
六
条
） 

第
九
章　

国
土
交
通
大
臣
が
す
る
港
湾
工
事
等 

第
一
節　

港
湾
管
理
者
の
権
限
及
び
高
度
港
湾
工
事
の
代
行
（
第
十
六
条
の
二
―
第
十
六
条
の
六
） 

第
二
節　

直
轄
工
事
に
よ
つ
て
生
じ
た
港
湾
施
設
の
管
理
の
委
託
（
第
十
七
条
―
第
十
七
条
の
九
） 

第
十
章　

緊
急
確
保
航
路
（
第
十
七
条
の
十
） 

第
十
一
章　

港
湾
区
域
の
定
め
の
な
い
港
湾
の
利
用
又
は
保
全
に
支
障
を
与
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
（
第
十
八
条
） 

第
十
二
章　

港
湾
の
施
設
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
（
第
十
九
条
―
第
二
十
条
） 



第
十
三
章　

雑
則
（
第
二
十
一
条
・
第
二
十
二
条
） 

附
則 

第
一
章
の
章
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

第
一
章　

国
際
戦
略
港
湾
等 

第
二
章
及
び
第
三
章
の
章
名
を
削
る
。 

第
一
条
の
三
の
次
に
次
の
章
名
を
付
す
る
。 

第
二
章　

港
湾
計
画 

第
一
条
の
四
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
次
に
次
の
章
名
を
付
す
る
。 

第
三
章　

港
務
局
の
債
務 

第
一
条
の
五
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

第
一
条
の
五　

法
第
十
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
債
務
は
、
借
入
金
に
係
る
債
務
で
あ
つ
て
、
そ
の
借
入
期
間
が
一
年
を

超
え
る
も
の
と
す
る
。 

第
一
条
の
五
の
次
に
次
の
章
名
及
び
節
名
を
付
す
る
。 



第
四
章　

港
湾
施
設
の
建
設
等
に
係
る
資
金
の
貸
付
け 

第
一
節　

特
定
用
途
港
湾
施
設
の
建
設
等
に
係
る
資
金
の
貸
付
け 

第
八
条
の
次
に
次
の
節
名
を
付
す
る
。 

第
二
節　

特
別
特
定
技
術
基
準
対
象
施
設
の
改
良
に
係
る
資
金
の
貸
付
け 

第
九
条
の
三
の
次
に
次
の
節
名
を
付
す
る
。 

第
三
節　

埠
頭
群
を
構
成
す
る
港
湾
施
設
の
建
設
等
に
係
る
資
金
の
貸
付
け 

第
十
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

第
十
二
条　

削
除 

第
十
二
条
の
次
に
次
の
章
名
を
付
す
る
。 

第
五
章　

港
湾
区
域
内
の
工
事
等
の
許
可
及
び
臨
港
地
区
内
に
お
け
る
行
為
の
届
出
等 

第
十
五
条
の
四
の
次
に
次
の
章
名
を
付
す
る
。 

第
六
章　

港
湾
環
境
整
備
負
担
金
の
負
担
の
基
準 

第
十
五
条
の
五
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
次
に
次
の
章
名
を
付
す
る
。 



第
七
章　

国
派
遣
職
員
に
係
る
国
家
公
務
員
倫
理
規
程
の
特
例 

第
十
五
条
の
六
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
次
に
次
の
章
名
を
付
す
る
。 

第
八
章　

入
港
料
を
徴
収
さ
れ
な
い
船
舶 

第
十
六
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
中
「
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
但
書
」
を
「
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
」

に
、
「
左
の
各
号
に
」
を
「
次
に
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
章
名
、
一
節
及
び
節
名
を
加
え
る
。 

第
九
章　

国
土
交
通
大
臣
が
す
る
港
湾
工
事
等 

第
一
節　

港
湾
管
理
者
の
権
限
及
び
高
度
港
湾
工
事
の
代
行 

（
直
轄
工
事
に
係
る
港
湾
管
理
者
の
権
限
の
代
行
） 

第
十
六
条
の
二　

法
第
五
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
港
湾
管
理
者
に
代
わ
つ
て
行
う
権
限
は
、
次
に

掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

一　

法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
許
可
を
与
え
、
法
第
六
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
許
可
に
必
要
な
条
件
を
付

し
、
又
は
法
第
五
十
六
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
許
可
を
取
り
消
し
、
そ
の
効
力
を
停
止
し
、
当
該
条
件
を

変
更
し
、
若
し
く
は
新
た
な
条
件
を
付
す
る
こ
と
。 



二　

法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者
に
対
し
法
第
五
十
六
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
必
要
な
措
置
を

と
る
こ
と
を
命
じ
、
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
措
置
を
自
ら
行
い
、
若
し
く
は
そ
の
命
じ
た
者
若
し
く
は

そ
の
委
任
し
た
者
に
行
わ
せ
る
こ
と
。 

三　

法
第
三
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
協
議
に
応
ず
る
こ
と
。 

四　

法
第
四
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
港
湾
工
事
の
施
行
及
び
費
用
の
負
担
に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
。 

五　

法
第
五
十
六
条
の
五
第
一
項
（
法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
必
要
な
報

告
を
求
め
、
又
は
そ
の
職
員
に
立
入
検
査
を
さ
せ
る
こ
と
。 

２　

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
権
限
を
港
湾
管
理
者
に
代
わ
つ
て
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
権
限
の
代
行
に

係
る
港
湾
の
名
称
及
び
区
域
、
代
行
す
る
権
限
並
び
に
権
限
の
代
行
の
開
始
の
日
を
官
報
に
よ
り
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
権
限
の
代
行
の
全
部
又
は
一
部
を
終
了
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
権
限
の
代
行
の
開
始
の
場
合
に
準
じ
て
そ
の
旨

を
公
示
す
る
も
の
と
す
る
。 

３　

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
権
限
を
港
湾
管
理
者
に
代
わ
つ
て
行
つ
た
と
き
は
、

遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
当
該
港
湾
管
理
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



第
十
六
条
の
三　

法
第
五
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
前
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
港
湾
管
理
者
の
権
限

を
国
土
交
通
大
臣
が
代
わ
つ
て
行
う
場
合
に
お
け
る
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同

欄
に
掲
げ
る
法
律
の
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
四
欄
に 

掲
げ
る
字
句
と
す
る
。 

第
一
欄

第
二
欄

第 

　

三　

 

欄

第　
　
　
　

四　
　
　
　

欄

水
産
資
源
保

第
二
十
二
条

つ
い
て
港
湾
管
理
者

つ
い
て
港
湾
管
理
者
若
し
く
は
国
土
交
通
大
臣

護
法
（
昭
和

第
五
項

二
十
六
年
法

律
第
三
百
十

三
号
）

地
す
べ
り
等

第
四
十
八
条

港
湾
管
理
者

港
湾
管
理
者
又
は
国
土
交
通
大
臣

防
止
法
（
昭

第
二
項

和
三
十
三
年



法
律
第
三
十

号
）

急
傾
斜
地
の

第
十
二
条
第

港
湾
管
理
者

港
湾
管
理
者
若
し
く
は
国
土
交
通
大
臣

崩
壊
に
よ
る

三
項

災
害
の
防
止

に
関
す
る
法

律
（
昭
和
四

十
四
年
法
律

第

五

十

七

号
）

２　

法
第
五
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
前
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
港
湾
管
理
者
の
権
限
を
国
土
交
通
大
臣
が
代
わ

つ
て
行
う
場
合
に
お
け
る
法
第
五
十
六
条
の
四
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
同
号
イ
」
と
あ
る
の

は
、
「
同
号
イ
又
は
ハ
（
第
三
十
七
条
第
一
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
」
と
す
る
。 



（
高
度
港
湾
工
事
の
代
行
に
係
る
港
湾
施
設
） 

第
十
六
条
の
四　

法
第
五
十
二
条
の
二
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
港
湾
施
設
は
、
水
域
施
設
、
外
郭
施
設
、
係
留
施
設
及
び

臨
港
交
通
施
設
（
駐
車
場
及
び
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
除
く
。
）
と
す
る
。 

（
高
度
港
湾
工
事
に
係
る
港
湾
管
理
者
の
権
限
の
代
行
） 

第
十
六
条
の
五　

法
第
五
十
二
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
港
湾
管
理
者
に
代
わ
つ
て
行
う
権
限
は
、

第
十
六
条
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

２　

第
十
六
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
十
六
条
の
三
の
規
定
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
法
第
五
十
二
条
の
二
第
三

項
の
規
定
に
よ
り
港
湾
管
理
者
の
権
限
を
代
わ
つ
て
行
う
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

（
高
度
港
湾
工
事
の
代
行
に
係
る
公
示
） 

第
十
六
条
の
六　

法
第
五
十
二
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
官
報
に
掲
載
し
て
す
る
も
の

と
す
る
。 

一　

高
度
港
湾
工
事
の
代
行
に
係
る
港
湾
の
名
称 

二　

高
度
港
湾
工
事
の
代
行
に
係
る
港
湾
の
区
域 



三　

高
度
港
湾
工
事
の
代
行
の
開
始
の
日 

２　

法
第
五
十
二
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
官
報
に
掲
載
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。 

一　

高
度
港
湾
工
事
の
代
行
の
全
部
又
は
一
部
を
完
了
し
た
港
湾
の
名
称 

二　

高
度
港
湾
工
事
の
代
行
の
全
部
又
は
一
部
を
完
了
し
た
港
湾
の
区
域 

三　

高
度
港
湾
工
事
の
代
行
の
全
部
又
は
一
部
を
完
了
し
た
日 

第
二
節　

直
轄
工
事
に
よ
つ
て
生
じ
た
港
湾
施
設
の
管
理
の
委
託 

第
十
七
条
の
九
の
次
に
次
の
章
名
を
付
す
る
。 

第
十
章　

緊
急
確
保
航
路 

第
十
七
条
の
十
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
中
「
別
表
第
五
」
を
「
別
表
第
四
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
章
名
を
付
す

る
。 

第
十
一
章　

港
湾
区
域
の
定
め
の
な
い
港
湾
の
利
用
又
は
保
全
に
支
障
を
与
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為 

第
十
八
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
次
に
次
の
章
名
を
付
す
る
。 

第
十
二
章　

港
湾
の
施
設
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準 



第
十
九
条
の
見
出
し
を
「
（
技
術
基
準
対
象
施
設
）
」
に
改
め
る
。 

第
二
十
条
の
次
に
次
の
章
名
を
付
す
る
。 

第
十
三
章　

雑
則 

附
則
第
一
項
に
見
出
し
と
し
て
「
（
施
行
期
日
）
」
を
付
す
る
。 

附
則
第
二
項
に
見
出
し
と
し
て
「
（
法
第
五
十
五
条
の
七
第
一
項
の
国
の
貸
付
金
及
び
同
項
の
国
の
貸
付
け
に
係
る
港
湾

管
理
者
の
貸
付
金
の
償
還
方
法
の
特
例
）
」
を
付
す
る
。 

附
則
第
十
一
項
を
附
則
第
十
二
項
と
す
る
。 

附
則
第
十
項
第
三
号
中
「
附
則
第
八
項
第
一
号
」
を
「
附
則
第
九
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
十
一
項
と
し
、

附
則
中
第
九
項
を
第
十
項
と
し
、
第
五
項
か
ら
第
八
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。 

附
則
第
四
項
中
「
第
六
項
」
を
「
附
則
第
七
項
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
五
項
と
し
、
附
則
第
三
項
を
附
則
第
四
項
と

し
、
同
項
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
法
附
則
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
国
の
貸
付
金
の
償
還
期
間
等
）
」
を
付
し
、
附

則
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

（
国
内
産
業
の
開
発
上
特
に
重
要
な
港
湾
） 



３　

法
附
則
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
国
内
産
業
の
開
発
上
特
に
重
要
な
港
湾
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。 

都　

道　

府　

県

神　
　

奈　
　

川

横
須
賀

京　
　
　
　
　

都

舞
鶴

広　
　
　
　
　

島

呉

福　
　
　
　
　

岡

苅
田

長　
　
　
　
　

崎

佐
世
保

別
表
第
四
を
削
り
、
別
表
第
五
を
別
表
第
四
と
す
る
。 

（
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
） 

第
二
条　

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
百
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
三
十
五
条
の
見
出
し
中
「
特
例
」
の
下
に
「
及
び
港
湾
管
理
者
の
権
限
の
代
行
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え

る
。 

３　

法
第
百
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
港
湾
管
理
者
に
代
わ
っ
て
行
う
権
限
は
、
港
湾
法
施
行
令
（
昭
和



二
十
六
年
政
令
第
四
号
）
第
十
六
条
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

４　

港
湾
法
施
行
令
第
十
六
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
十
六
条
の
三
の
規
定
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
法
第
百
条

第
五
項
の
規
定
に
よ
り
港
湾
管
理
者
の
権
限
を
代
わ
っ
て
行
う
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

附　

則 

（
施
行
期
日
） 

１　

こ
の
政
令
は
、
港
湾
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第
二
十
五
号
）
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規

定
の
施
行
の
日
（
令
和
七
年
七
月
二
十
二
日
）
か
ら
施
行
す
る
。 

（
広
域
臨
海
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
法
施
行
令
の
一
部
改
正
） 

２　

広
域
臨
海
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
六
年
政
令
第
三
百
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

附
則
第
二
項
中
「
附
則
第
六
項
」
を
「
附
則
第
七
項
」
に
改
め
る
。 

（
地
価
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
） 

３　

地
価
税
法
施
行
令
（
平
成
三
年
政
令
第
百
七
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
六
条
第
四
項
第
九
号
中
「
附
則
第
八
項
」
を
「
附
則
第
九
項
」
に
、
「
附
則
第
九
項
」
を
「
附
則
第
十
項
」
に
改
め



る
。 



理　

由 

港
湾
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
国
土
交
通
大
臣
が
直
轄
工
事
を
施
行
す
る
場
合
又
は
高
度
港

湾
工
事
を
代
行
す
る
場
合
に
お
い
て
港
湾
管
理
者
に
代
わ
っ
て
行
う
権
限
を
定
め
る
等
の
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。


